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倉
石
焼
の
魅
力
に
迫
る

◆
主
な
内
容
◆

２
 各
中
学
校
で
立
志
式

２
 町
長
と
地
域
住
民
と
の
懇
話
会

２
 健
康
の
つ
ど
い
（
認
知
症
予
防
）

３
 特
集
－
倉
石
焼
の
魅
力
に
迫
る

４
 町
中
学
生
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
派
遣

８
 青
年
海
外
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト
inネ
パ
ー
ル

10 ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

10 五
戸
町
消
防
団
員
募
集

11 交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

12 郷
土
探
訪
「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
48景
」

倉
石
焼
の
魅
力
に
迫
る

炎
に

よ
っ

て
命

を
吹

き
込

ま
れ

る
「

陶
」
。

人
々

の
心

を
魅

了
す

る
「

倉
石

焼
き

」
の

制
作

過
程

に
迫

る
。

 ･･･関
連

記
事

3
ペ

ー
ジ

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
⑭

　
70
年
前
の
盛
立
、
観
音
堂
の
地
蔵
尊
」

町の人口
（前月対比） 

　男　 9,443人　（－２）

　女　10,113人　（－６）

総人口19,556人　（－８）

世帯数 6,992世帯（±０）
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【
70
年
前
の
盛
立
】

　
今
か
ら
70
年
前
の
昭
和
15
年
、

下
大
町
屯
所
の
２
階
か
ら
西
方
の

下
大
町
銀
座
通
り
。
右
は
沢
町
の

が
け
下
、
左
は
博
労
町
の
深
い
谷

間
。
昭
和
初
期
、
下
大
町
と
下
タ

ノ
沢
を
埋
め
て
出
来
上
が
っ
た
の

は
盛
立
番
外
地
の
道
路
だ
っ
た
。

　
明
治
末
期
、
村
人
が
土
盛
完
成

と
喜
ん
だ
が
、
大
雨
の
た
め
、
大

き
な
痛
手
を
受
け
、
再
工
事
を
進

め
、
念
願
の
市
川
道
が
完
了
。
50

年
間
は
盛
立
番
外
地
の
字
名
が
付

い
て
い
た
。

　
ま
た
、
隣
接
の
博
労
町
と
下
タ

ノ
沢
間
の
盛
立
は
大
正
４
年
ご
ろ

完
成
し
て
い
る
。

【
観
音
堂
の
地
蔵
尊
】

　
25
年
前
の
秋
彼
岸
だ
っ
た
。
観

音
堂
の
福
寿
院
に
あ
る
地
蔵
尊
が

引
越
す
る
話
を
耳
に
す
る
。

　
昭
和
60
年
９
月
23
日
朝
の
事
。

20
㍍
東
側
に
台
地
を
造
成
、
２
坪

の
小
屋
を
新
築
、
移
転
し
た
。

　
地
蔵
尊
の
台
地
に
は
「
寛
保
３

年
初
６
日
（
１
７
４
３
年
の
正
月

６
日
）
明
誉
了
閑
法
士
。
江
渡
亦

兵
衛
」と
刻
ま
れ
、

江
渡
家
４
代
の
主

人
公
。
福
寿
院
の

玄
関
に
わ
に
口
。

ま
た
、
所
有
者
の

墓
石
が
江
渡
屋
敷

の
裏
庭
に
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
は
「
享

保
10
年
10
月
14
日

（
１
７
２
５
年
）、

覚
応
正
須
信
士
。

享
保
19
年
甲
寅
６

月
18
日
。
謙
夏
敬

発
信
女
」

　
前
者
は
、
わ
に

【
明
治
天
皇
記
念
碑
除
幕
式
】

　
昭
和
12
年
２
月
11
日
は
大
雪
だ

っ
た
。
明
治
天
皇
ご
巡
幸
60
周
年

に
当
た
り
、
三
伝
宅
前
に
記
念
碑

の
除
幕
式
だ
っ
た
。

　
明
治
天
皇
聖
蹟
保
存
会
長
（
文

部
省
内
）
へ
一
か
月
前
か
ら
案
内

状
を
出
し
、
出
席
の
回
答
を
頂
い

て
い
た
。

　
大
雪
の
た
め
、
東
北
線
や
五
戸

鉄
道
は
運
休
、
西
郷
従
徳
聖
蹟
保

存
会
長
が
届
い
た
の
は
二
日
後
で

あ
っ
た
。
駒
形
旅
館
に
宿
泊
し
た

翌
日
、
碑
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ

た
。

　
式
典
後
、
五
小
講
堂
で
西
郷
会

長
（
西
郷
隆
盛
の
弟
西
郷
従
道
海

軍
大
将
の
長
男
）
は
「
明
治
天
皇

と
五
戸
」と
題
し
て
60
分
の
講
話
、

終
わ
っ
て
小
宴
が
あ
っ
た
。

　
川
原
町
の
藤
田
信
八
（
信
雄
の

父
）
は
紋
付
姿
で
胸
に
は
金
鵄
勲

章
を
付
け
、
西
郷
会
長
の
前
に
盃

を
持
っ
て
い
っ
た
所
、
直
立
不
動

の
姿
勢
を
と
っ
て
う
や
う
や
し
く

受
け
取
っ
た
。
天
皇
か
ら
下
賜
さ

れ
た
勲
章
が
付
い
て
い
た
の
で
起

立
し
、
返
盃
を
信
八
に
渡
し
た
。

偉
い
人
は
そ
う
い
う
所
が
実
に
厳

し
い
も
の
で
あ
る
。
祝
賀
会
は
２

時
間
で
終
わ
っ
た
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

※
訂
正
と
お
詫
び

　
１
月
号
８
ペ
ー
ジ「
郷
土
探
訪
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

明
治
中
期
の
卒
業
證
書

訂
正
＝
松
坂
孫
藏
氏
の
青
年
名
は

　
　
孫
助
で
、
後
の
三
戸
郡
会

　
　
議
員
。

口
納
付
の
河
村
弥
兵
衛
、
後
者
は

河
村
の
妻
と
分
か
っ
た
。

　
こ
の
亦
兵
衛
は
寛
保
３
年
正
月

６
日
、
80
余
歳
で
死
亡
。
後
に
追

号
し
て「
独
寿
院
明
誉
了
閑
居
士
」

と
つ
く
。
子
孫
は
専
念
寺
東
側
の

墓
に
眠
る
。

明治天皇念碑除幕式は大雪のため、二日遅れて挙行された

福寿院の畑にあった観音さま

屯所の２階から盛立の道路を眺める

さ
い
ご
う
じ
ゅ
う
と
く

い
し
ぶ
み

き
ん 

し

し
ょ
う

か
　
し

く
ん



❸ ❷

決意の言葉を掲げる倉石中学校２年生

行政と住民が意見を交わした懇話会

脳をリフレッシュ！  カタツムリ体操

寸劇で笑いを誘いながら、認知症の人と
の接し方を分かりやすく説明

地
域
で
支
え
合
う
健
康
づ
く
り

　
　
　
健
康
は
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら

地
域
で
支
え
合
う
健
康
づ
く
り

　
　
　
健
康
は
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら

地
域
で
支
え
合
う
健
康
づ
く
り

　
　
　
健
康
は
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら

町の観光資源発掘コーナー

大久保力松さんと穴窯

穴釜入口の燃え盛るまき えびね（蘭）と倉石焼

新
た
な
特
産
品
と
し
て
期
待

●倉石焼“窯元”大久保力松氏
1945年　八戸市生まれ

1981年　神奈川県厚木市七沢鐘岳窯

　金濱火岳先生に師事

1999年　旧倉石村に移住、陶花苑を開

　　　　き「倉石焼松月窯」を始める

　五
戸
、
川
内
、
倉
石
各
中
学
校

で
こ
の
ほ
ど
、
２
年
生
１
８
２
人

が
立
志
式
に
臨
み
ま
し
た
。
立
志

式
は
武
士
の
元
服
に
由
来
す
る
行

事
で
、
将
来
の
志
を
立
て
大
人
と

し
て
の
自
覚
を
持
つ
の
が
目
的
で

す
。　こ

の
う
ち
倉
石
中
学
校
（
橋
本

祝
子
校
長
）で
は
30
人
が
参
加
。

生
徒
を
代
表
し
て
中
村
真
実
さ
ん

が
立
志
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
色
紙
に
書
い
た
「
文
武
不
岐
」

「
失
敗
を
恐
れ
な
い
」
な
ど
の
決

意
を
声
高
ら
か
に
宣
言
し
、
今
後

の
飛
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　町
で
は
「
町
長
と
地
域
住
民
と

の
懇
話
会
」
を
２
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
五
戸
、
倉
石
、
浅
田
、
豊

間
内
、
川
内
の
５
地
区
で
開
催
し

ま
し
た
。

　行
政
側
は
三
浦
正
名
町
長
は
じ

め
各
課
長
な
ど
が
出
席
。
３
日
間

で
延
べ
80
人
余
り
の
住
民
が
参
加

し
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
に
つ

い
て
の
質
問
、
除
雪
や
道
路
整
備

な
ど
の
要
望
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
の
提
案
な
ど
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
回
寄
せ
ら
れ
た
主
な
提
言
・

要
望
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

○
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
に
交

通
手
段
を
提
供
す
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て

は
ど
う
か
。

○
家
庭
ご
み
の
有
料
化
は
い
つ
実

施
か
？
生
ご
み
を
肥
料
化
す

る
工
場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

○
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
引
き
込
み

工
事
は
い
つ
終
了
す
る
の
か
？

○
取
り
外
し
た
町
立
公
民
館
の
公

衆
電
話
を
再
び
設
置
し
て
ほ
し

い
。

○
浅
田
・
豊
間
内
地
区
の
下
水
道

の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
？

○
町
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

○
町
議
員
と
町
民
が
懇
談
す
る
機

会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

○
小
学
校
統
合
後
も
児
童
が
地
域

行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。
小
学
校
の
先
生
か

ら
も
参
加
・
協
力
し
て
ほ
し
い
。

○
五
戸
町
は
保
育
料
を
半
額
に
し

て
い
る
が
、
五
戸
町
民
が
他
市

町
村
の
保
育
所
に
子
ど
も
を
入

所
さ
せ
て
も
半
額
に
な
る
か
？

○
定
住
自
立
圏
構
想
を
今
後
も
推

進
し
て
ほ
し
い
。

　１
月
17
日
か
ら
25
日
ま
で
町
内

５
か
所
の
会
場
で
、
こ
れ
か
ら
の

健
康
づ
く
り
を
考
え
る
「
健
康
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
１

７
６
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、
町
職
員
が
認
知
症

の
予
防
法
に
つ
い
て
講
話
し
、「
認

知
症
は
脳
の
病
気
。
早
め
の
受
診

や
周
囲
の
理
解
、
気
遣
い
で
進
行

を
遅
く
し
、
改
善
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
症
状
が
現
れ
た
ら
、
ま
ず

病
院
へ
」「
接
す
る
際
に
は
怒
ら

ず
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
安
心
感
を

与
え
る
こ
と
が
基
本
。
認
知
症
進

行
の
予
防
に
な
る
」
な
ど
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　寸
劇
で
は
職
員
５
人
が
、
認
知

症
の
家
族
と
接
す
る
際
の
良
い

例
、
悪
い
例
を
そ
れ
ぞ
れ
分
か
り

や
す
く
演
技
。

　「
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
尊
心

は
持
っ
て
い
る
の
で
、
言
葉
や
態

度
で
傷
付
け
な
い
」「
物
忘
れ
へ

の
対
応
は
、
話
題
を
変
え
、『
忘
れ

る
こ
と
』
を
利
用
す
る
」
な
ど
の

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

　最
後
に
町
食
生
活
改
善
推
進
員

会（
奥
山
美
子
会
長
）の
メ
ン
バ
ー

が
、
動
脈
硬
化
と
認
知
症
を
予
防

す
る
メ
ニ
ュ
ー
「
ほ
う
れ
ん
草
と

ち
く
わ
の
サ
ッ
と
煮
」
を
紹
介
。

参
加
者
か
ら
試
食
し
て
も
ら
い
、

好
評
を
得
ま
し
た
。

各
中
学
校
で
立
志
式

とのせめぎ合い。最高温度1,300
℃にも達する穴窯で７日間炎に

包まれ、倉石焼が完成する。穴窯での
焼成、それはガス窯や電気窯とは一線
を隔し、その時々によって作品の表情
が変化する。
　炎によって命を吹き込まれる「陶」。
人々の心を魅了する「倉石焼き」の制
作過程に迫る。

器といえば、国内では信楽焼、
備前焼などが古くから知られて

いるが、五戸町にも窯元があることが
案外知られていない。
　天然芝と桜の名所、小渡平公園に近
い向松集落（倉石中市）に「倉石焼」
で知られる窯元「陶花苑」がある。窯
元の大久保力松さんは、平成11年に旧
倉石村に移住。平成17年に陶器を焼く
「穴窯」を手作りで完成させた。
　年１回のペースで作品を焼き上げ、
昨年で５回目。窯は年々、焼き締めら
れて状態が良くなり作品の出来も良く
なってきているとのこと。

には「登り窯」と「穴窯」の方式が
ある。「登り窯」は斜面地形を利

用し、複数の焼成室が連結した窯で、
燃焼ガスの対流を一定にすることで作
品の出来が均一に保たれる。
　一方、「穴窯」は単室の窯。特徴は、
炎が窯内を直進し、火のあたり加減と
灰のかかり具合によって作者も予期し
ない独特な風合いの作品が焼き上が
る。味があり、二つとして同じ作品は
できないといわれている。倉石焼は後
者の「穴窯」によって生み出される。

11月、穴窯内部には倉石
焼が整然と並び、火入れ

が始まった。薪材にはアカマツ
を使う。最初の24時間はゆっく
りと800℃まで窯の温度を上昇
させる。２日目から４日目にか
けて1,000℃に、５日目から７
日目にかけてさらに約1,300℃
まで上昇させる。その間、昼夜
問わず交代しながら、窯入口の
燃え盛る炎の中に１日当たり１
トンものアカマツを投入する。

気迫るオレンジ色の炎を見つめていると幻想的で、窯の
内部で行われている“炎と陶器とのせめぎあい”によっ

て偶然生み出される独特の風合いの作品に想いをめぐらす。
交代で火の番をしている男たちは、真夜中にもかかわらず、
火の熱気とともに顔を上気させ気持ちが高ぶっている。人類
は遥か昔から炎の力を借りて、作陶家の情熱を陶器に注入し
てきたのだろう。倉石焼の本当の魅力は火入れに参加してみ
てはっきりと分かる。
　後半には、30分に１回、窯上部の穴から小割りにしたまき
を中に落とし入れる。作品上部に落下したまきは、作品にぶ
つかることなく、窯の中で一瞬にして
燃え尽きる。それほどの高温の炎の中
で陶器に命が吹き込まれていく。

日目に火入れが終了。約１週間か
けて窯を冷まし、取り出した陶器

には高熱でガラス化した灰（自然の
釉薬）が付着し、キラキラと光る。ダ
イナミックな炎の流れが残した陶器の模様は、まるで“木星”
のしま模様のように変化に富んでいて神秘的だった。

住
民
の
声
を
町
政
に―

　
　
町
長
と
地
域
住
民
と
の
懇
話
会

特集 倉石焼の魅力に迫る
◆新たな観光資源としての可能性を秘めている
“もの作り職人”と“まちづくり職人”を紹介するコーナーです

窯

陶

炎 冬

熱

８

温
か
い
眼
差
し
と
作
風

　倉石焼“陶花苑”では授産施設の入所者を作陶教室で受
け入れている。陶器と向き合う時間は、癒しの時間。作陶
は精神を落ち着かせる効果もあるようで、穏やかでゆった
りした時間が流れている。大久保夫妻の優しい人柄もある
と思うのだが、作陶体験をした一般客も、穏やかで満足し
た表情で帰って行く。自分で作った器が自分の食卓に並ぶ。
それを想像するのは、とてもうれしいことのようだ。
　倉石焼には「新たな特産品」としての期待、そして体験
型観光「ごのへグリーンツーリズム」の幅を広げるオプショ
ンとしての効果を期待する。

あな がま

のぼりがま あな がま

ゆう やく
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決意の言葉を掲げる倉石中学校２年生

行政と住民が意見を交わした懇話会

脳をリフレッシュ！  カタツムリ体操

寸劇で笑いを誘いながら、認知症の人と
の接し方を分かりやすく説明

地
域
で
支
え
合
う
健
康
づ
く
り

　
　
　
健
康
は
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら

地
域
で
支
え
合
う
健
康
づ
く
り

　
　
　
健
康
は
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら

地
域
で
支
え
合
う
健
康
づ
く
り

　
　
　
健
康
は
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら

町の観光資源発掘コーナー

大久保力松さんと穴窯

穴釜入口の燃え盛るまき えびね（蘭）と倉石焼

新
た
な
特
産
品
と
し
て
期
待

●倉石焼“窯元”大久保力松氏
1945年　八戸市生まれ

1981年　神奈川県厚木市七沢鐘岳窯

　金濱火岳先生に師事

1999年　旧倉石村に移住、陶花苑を開

　　　　き「倉石焼松月窯」を始める

　五
戸
、
川
内
、
倉
石
各
中
学
校

で
こ
の
ほ
ど
、
２
年
生
１
８
２
人

が
立
志
式
に
臨
み
ま
し
た
。
立
志

式
は
武
士
の
元
服
に
由
来
す
る
行

事
で
、
将
来
の
志
を
立
て
大
人
と

し
て
の
自
覚
を
持
つ
の
が
目
的
で

す
。　こ

の
う
ち
倉
石
中
学
校
（
橋
本

祝
子
校
長
）で
は
30
人
が
参
加
。

生
徒
を
代
表
し
て
中
村
真
実
さ
ん

が
立
志
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
色
紙
に
書
い
た
「
文
武
不
岐
」

「
失
敗
を
恐
れ
な
い
」
な
ど
の
決

意
を
声
高
ら
か
に
宣
言
し
、
今
後

の
飛
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　町
で
は
「
町
長
と
地
域
住
民
と

の
懇
話
会
」
を
２
月
１
日
か
ら
３

日
ま
で
五
戸
、
倉
石
、
浅
田
、
豊

間
内
、
川
内
の
５
地
区
で
開
催
し

ま
し
た
。

　行
政
側
は
三
浦
正
名
町
長
は
じ

め
各
課
長
な
ど
が
出
席
。
３
日
間

で
延
べ
80
人
余
り
の
住
民
が
参
加

し
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
に
つ

い
て
の
質
問
、
除
雪
や
道
路
整
備

な
ど
の
要
望
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
の
提
案
な
ど
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
回
寄
せ
ら
れ
た
主
な
提
言
・

要
望
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

○
高
齢
者
な
ど
の
交
通
弱
者
に
交

通
手
段
を
提
供
す
る
た
め
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て

は
ど
う
か
。

○
家
庭
ご
み
の
有
料
化
は
い
つ
実

施
か
？
生
ご
み
を
肥
料
化
す

る
工
場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

○
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
引
き
込
み

工
事
は
い
つ
終
了
す
る
の
か
？

○
取
り
外
し
た
町
立
公
民
館
の
公

衆
電
話
を
再
び
設
置
し
て
ほ
し

い
。

○
浅
田
・
豊
間
内
地
区
の
下
水
道

の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
？

○
町
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

○
町
議
員
と
町
民
が
懇
談
す
る
機

会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

○
小
学
校
統
合
後
も
児
童
が
地
域

行
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。
小
学
校
の
先
生
か

ら
も
参
加
・
協
力
し
て
ほ
し
い
。

○
五
戸
町
は
保
育
料
を
半
額
に
し

て
い
る
が
、
五
戸
町
民
が
他
市

町
村
の
保
育
所
に
子
ど
も
を
入

所
さ
せ
て
も
半
額
に
な
る
か
？

○
定
住
自
立
圏
構
想
を
今
後
も
推

進
し
て
ほ
し
い
。

　１
月
17
日
か
ら
25
日
ま
で
町
内

５
か
所
の
会
場
で
、
こ
れ
か
ら
の

健
康
づ
く
り
を
考
え
る
「
健
康
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
１

７
６
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、
町
職
員
が
認
知
症

の
予
防
法
に
つ
い
て
講
話
し
、「
認

知
症
は
脳
の
病
気
。
早
め
の
受
診

や
周
囲
の
理
解
、
気
遣
い
で
進
行

を
遅
く
し
、
改
善
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
症
状
が
現
れ
た
ら
、
ま
ず

病
院
へ
」「
接
す
る
際
に
は
怒
ら

ず
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
安
心
感
を

与
え
る
こ
と
が
基
本
。
認
知
症
進

行
の
予
防
に
な
る
」
な
ど
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　寸
劇
で
は
職
員
５
人
が
、
認
知

症
の
家
族
と
接
す
る
際
の
良
い

例
、
悪
い
例
を
そ
れ
ぞ
れ
分
か
り

や
す
く
演
技
。

　「
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
尊
心

は
持
っ
て
い
る
の
で
、
言
葉
や
態

度
で
傷
付
け
な
い
」「
物
忘
れ
へ

の
対
応
は
、
話
題
を
変
え
、『
忘
れ

る
こ
と
』
を
利
用
す
る
」
な
ど
の

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

　最
後
に
町
食
生
活
改
善
推
進
員

会（
奥
山
美
子
会
長
）の
メ
ン
バ
ー

が
、
動
脈
硬
化
と
認
知
症
を
予
防

す
る
メ
ニ
ュ
ー
「
ほ
う
れ
ん
草
と

ち
く
わ
の
サ
ッ
と
煮
」
を
紹
介
。

参
加
者
か
ら
試
食
し
て
も
ら
い
、

好
評
を
得
ま
し
た
。

各
中
学
校
で
立
志
式

とのせめぎ合い。最高温度1,300
℃にも達する穴窯で７日間炎に

包まれ、倉石焼が完成する。穴窯での
焼成、それはガス窯や電気窯とは一線
を隔し、その時々によって作品の表情
が変化する。
　炎によって命を吹き込まれる「陶」。
人々の心を魅了する「倉石焼き」の制
作過程に迫る。

器といえば、国内では信楽焼、
備前焼などが古くから知られて

いるが、五戸町にも窯元があることが
案外知られていない。
　天然芝と桜の名所、小渡平公園に近
い向松集落（倉石中市）に「倉石焼」
で知られる窯元「陶花苑」がある。窯
元の大久保力松さんは、平成11年に旧
倉石村に移住。平成17年に陶器を焼く
「穴窯」を手作りで完成させた。
　年１回のペースで作品を焼き上げ、
昨年で５回目。窯は年々、焼き締めら
れて状態が良くなり作品の出来も良く
なってきているとのこと。

には「登り窯」と「穴窯」の方式が
ある。「登り窯」は斜面地形を利

用し、複数の焼成室が連結した窯で、
燃焼ガスの対流を一定にすることで作
品の出来が均一に保たれる。
　一方、「穴窯」は単室の窯。特徴は、
炎が窯内を直進し、火のあたり加減と
灰のかかり具合によって作者も予期し
ない独特な風合いの作品が焼き上が
る。味があり、二つとして同じ作品は
できないといわれている。倉石焼は後
者の「穴窯」によって生み出される。

11月、穴窯内部には倉石
焼が整然と並び、火入れ

が始まった。薪材にはアカマツ
を使う。最初の24時間はゆっく
りと800℃まで窯の温度を上昇
させる。２日目から４日目にか
けて1,000℃に、５日目から７
日目にかけてさらに約1,300℃
まで上昇させる。その間、昼夜
問わず交代しながら、窯入口の
燃え盛る炎の中に１日当たり１
トンものアカマツを投入する。

気迫るオレンジ色の炎を見つめていると幻想的で、窯の
内部で行われている“炎と陶器とのせめぎあい”によっ

て偶然生み出される独特の風合いの作品に想いをめぐらす。
交代で火の番をしている男たちは、真夜中にもかかわらず、
火の熱気とともに顔を上気させ気持ちが高ぶっている。人類
は遥か昔から炎の力を借りて、作陶家の情熱を陶器に注入し
てきたのだろう。倉石焼の本当の魅力は火入れに参加してみ
てはっきりと分かる。
　後半には、30分に１回、窯上部の穴から小割りにしたまき
を中に落とし入れる。作品上部に落下したまきは、作品にぶ
つかることなく、窯の中で一瞬にして
燃え尽きる。それほどの高温の炎の中
で陶器に命が吹き込まれていく。

日目に火入れが終了。約１週間か
けて窯を冷まし、取り出した陶器

には高熱でガラス化した灰（自然の
釉薬）が付着し、キラキラと光る。ダ
イナミックな炎の流れが残した陶器の模様は、まるで“木星”
のしま模様のように変化に富んでいて神秘的だった。
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特集 倉石焼の魅力に迫る
◆新たな観光資源としての可能性を秘めている
“もの作り職人”と“まちづくり職人”を紹介するコーナーです
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熱

８

温
か
い
眼
差
し
と
作
風

温
か
い
眼
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し
と
作
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　倉石焼“陶花苑”では授産施設の入所者を作陶教室で受
け入れている。陶器と向き合う時間は、癒しの時間。作陶
は精神を落ち着かせる効果もあるようで、穏やかでゆった
りした時間が流れている。大久保夫妻の優しい人柄もある
と思うのだが、作陶体験をした一般客も、穏やかで満足し
た表情で帰って行く。自分で作った器が自分の食卓に並ぶ。
それを想像するのは、とてもうれしいことのようだ。
　倉石焼には「新たな特産品」としての期待、そして体験
型観光「ごのへグリーンツーリズム」の幅を広げるオプショ
ンとしての効果を期待する。
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シンガポールの象徴マーライオン。背景に高層ビルが立ち並ぶ

マレーシアの小学校での交流会。手をつなぎ入場

ナイトサファリを体験

滞在したシンガポールとマレーシア

マレー料理、中華料理、インド料理などを説明する川内中の生徒

井上スクール※の生徒と一緒に市内研修をしました。※シンガポール人のための日本語学校

シンガポール・
　マレーシア訪問

　町
の
海
外
派
遣
研
修
事
業
で
中

学
生
20
人
が
７
日
間
の
日
程
で
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪

問
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
中
学
生

の
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

　海
外
へ
行
き
た
い
、
日
本
の
外

へ
出
て
み
た
い
、
初
め
は
、
た
だ

そ
れ
だ
け
の
理
由
で
海
外
派
遣
に

申
し
込
み
ま
し
た
。

で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア

の
文
化
に
つ
い
て
事

前
研
修
を
重
ね
る
度

に
、
次
第
に
そ
の
国

へ
の
興
味
、
関
心
が

深
ま
り
、
心
か
ら
現

地
の
人
々
や
文
化
を

知
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
当
日
、
新

幹
線
や
飛
行
機
で
の

長
旅
を
経
て
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
入
国
し
た

時
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
一
週
間
が
楽
し
み

で
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
が
全
日
程

の
中
で
一
番
楽
し
み
だ
っ
た
の

が
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
デ
サ
ル
地
区

小
学
校
と
の
交
流
会
で
し
た
。
デ

サ
ル
地
区
と
い
う
場
所
は
、
ビ
ル

な
ど
の
高
い
建
物
が
な
く
、
ひ
ど

く
閑
散
と
し
た
寂
し
い
雰
囲
気
で

し
た
。
そ
れ
ま
で
の
弾
ん
だ
気
持

ち
は
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
、

不
安
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　「
日
本
と
は
、
環
境
が
全
く
違

う
こ
の
人
た
ち
と
、
言
葉
も
文
化

も
全
く
知
ら
な
い
こ
の
人
た
ち
と
、

上
手
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。」
そ
ん
な
不
安
を
抱

え
た
ま
ま
、
小
学
生
と
の
交
流
会

の
日
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　私
た
ち
が
バ
ス
を
降
り
る
と
、

小
学
校
の
校
長
先
生
や
生
徒
の
皆

さ
ん
が
伝
統
の
歌
で
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
初
め
は
、
お
互
い
に

緊
張
し
て
い
た
私
た
ち
で
す
が
、

日
本
の
遊
び
で
あ
る
、
け
ん
玉
や

竹
と
ん
ぼ
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

自
然
と
仲
良
く
な
っ
て
、
来
る
前

に
感
じ
た
不
安
は
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　現
地
の
遊
び
を
一
緒
に
や
り
、

小
学
校
内
の
見
学
を
し
、
お
や
つ

も
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何

を
す
る
と
き
も
、
小
学
校
の
子
供

た
ち
が
自
分
た
ち
か
ら
手
を
取

り
、
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
初
め
て
会

っ
た
私
た
ち
に
遊
び
、
文
化
、
食

べ
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
、
と
て
も
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
心
が
温
か
く

な
り
ま
し
た
。

　言
葉
の
通
じ
な
い
、
文
化
や
食

べ
物
、
習
慣
や
宗
教
の
全
く
違
う

私
た
ち
で
も
、
何
か
き
っ
か
け
さ

え
あ
れ
ば
、
こ
ん
な
に
も
分
か
り

合
い
、
尊
重
し
合
え
る
と
い
う
、

国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り
を
今
回

の
訪
問
で
深
く
実
感
し
ま
し
た
。

　最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
と
、

私
を
快
く
送
り
出
し
て
く
れ
た
父

や
母
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　僕
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ

ー
シ
ア
へ
行
っ
て
き
て
学
ん
だ
こ

と
は
四
つ
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、
一
つ
目
は
、
食
文
化
の

違
い
で
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
食
事

は
日
本
と
さ
ほ
ど

変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
は

ピ
ン
ク
の
飲
み
物

が
出
て
き
た
り
、

ご
飯
を
葉
っ
ぱ
で

包
ん
だ
食
物
が
出

て
き
た
り
し
て
、

日
本
と
は
全
然
違

い
ま
し
た
。
ま

た
、
食
べ
終
わ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

食
器
を
片
付
け
て
く
れ
た
り
も
し

ま
し
た
。
日
本
に
は
無
い
よ
う
な

食
事
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
と
て

も
新
鮮
で
し
た
。

　二
つ
目
は
、
言
葉
が
通
じ
な
い

と
い
う
大
変
さ
で
す
。
言
葉
が
違

う
の
で
通
じ
な
い
と
い
う
こ
と
は

行
く
前
か
ら
知
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
い
ざ
、
行
っ
て
み
る
と
本
当

に
ど
う
伝
え
て
い
い
の
か
分
か
ら

な
く
な
っ
て
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り

ま
し
た
。
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
お

店
の
店
員
さ
ん
と
払
っ
た
お
金
と

お
つ
り
の
こ
と
で
も
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
時
が
一
番
、
言
葉

が
通
じ
な
い
大
変
さ
が
分
か
り
ま

し
た
。

　三
つ
目
は
、
た
と
え
言
葉
が
通

じ
な
く
て
も
分
か
り
合
え
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

デ
サ
ル
地
区
の

小
学
校
に
行
き
、

ゲ
ー
ム
を
す
る
時

が
あ
り
ま
し
た
。

言
葉
が
や
は
り
違

う
の
で
、
何
を
言

っ
て
い
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
と
か
で
通
じ

て
、
一
緒
に
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　四
つ
目
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

人
も
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
も
と
て
も

親
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぶ
つ

か
っ
て
「
ソ
ー
リ
ー
」
と
言
っ
た

ら
、
笑
顔
で
「
ノ
ー
プ
ロ
ブ
レ

ム
」
と
言
っ
て
く
れ
た
り
、
僕
た

ち
が
日
本
人
だ
と
分
か
る
と
一
生

懸
命
日
本
語
で
話
し
か
け
て
く
れ

た
り
も
し
ま
し
た
。
今
ま
で
、
外

国
人
と
い
う
と
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
研
修
で

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
こ
か
に
い
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　こ
の
五
日
間
で
た
く
さ
ん
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
充
実
し

た
五
日
間
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
の

機
会
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
五
戸

町
の
皆
さ
ま
や
研
修
を
許
可
し
、

お
金
を
払
い
笑
顔
で
送
っ
て
く
れ

た
両
親
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　私
は
研
修
に
行
く
前
、
初
の
海

外
渡
航
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
不

安
と
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
し
か
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ

レ
ー
シ
ア
に
行
っ
て
み
る
と
そ
の

不
安
は
消
え
、
期
待
が
「
も
っ
と

こ
の
国
の
文
化
を
知
り
た
い
」
と

い
う
探
究
心
へ
と
変
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
食
文
化
や
宗
教
な
ど

日
本
と
の
違
い

が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　私
が
特
に
思

っ
た
こ
と
、
学

ん
だ
こ
と
が
二

つ
あ
り
ま
す
。

　一
つ
目
は
、

言
葉
に
つ
い
て

で
す
。
マ
レ
ー

シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
日
本

語
は
ほ
と
ん
ど
通
じ
ま
せ
ん
。
不

便
で
、
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

　マ
レ
ー
シ
ア
の
小
学
生
と
の
交

流
会
の
時
は
身
ぶ
り
、
手
ぶ
り
で

伝
え
合
っ
た
り
、
覚
え
た
マ
レ
ー

語
で
話
し
か
け
た
り
し
ま
し
た
。

ち
ゃ
ん
と
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、

気
持
ち
を
理
解
し
合
え
る
こ
と
を

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
に

来
て
初
め
て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　二
つ
目
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
方
々
の
温
か
い
心

で
す
。
海
外
派
遣
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
日
本
語
学
校
の
生
徒
と
の
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。
自
主
研
修
の

時
、
４
人
の
生
徒
が
私
た
ち
の
班

と
一
緒
に
行
動
し
ま
し
た
。
そ
の

方
た
ち
は
私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

店
を
紹
介
し
て
く

れ
た
り
、シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
流
行
な
ど
を

話
し
た
り
し
て
く
れ

ま
し
た
。
昼
食
も
、

お
勧
め
の
店
に
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
い
、

何
だ
か
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
人
の
よ
う
な
気
分

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
地
下
鉄
や
世
界
一
高
い

観
覧
車
に
も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
４
人
の
生
徒
は
、
私
た
ち

の
体
調
も
気
づ
か
う
な
ど
、
と
て

も
親
切
で
し
た
。
友
達
に
な
る
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　こ
の
研
修
を
通
し
て
、
私
は
、

文
化
の
違
い
な
ど
だ
け
で
は
な

く
、
人
と
交
流
す
る
大
切
さ
や
、

人
の
温
か
さ
を
強
く
感
じ
、
私
自

身
、
国
際
的
視
野
の
広
い
自
分
に

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　２
月
７
日
、
町
立
公
民
館
で
中

学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業
の
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　町
で
は
交
流
体
験
を
通
じ
て
国

際
感
覚
を
培
い
、
将
来
の
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
今

年
１
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ

ー
シ
ア
へ
中
学
生
20
人
を
派
遣
。

今
回
の
報
告
会
に
は
保
護
者
や
町

の
国
際
交
流
関
係
者
な
ど
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　報
告
会
で
は
、
生
徒
た
ち
が
調

べ
た
現
地
の
食
文
化
、
生
活
の
違

い
、
物
価
と
流
行
な
ど
を
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
。
保
護
者

ら
は
、
興
味
深
く
生
徒
た
ち
の
発

表
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

シンガポール・
　マレーシア訪問

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア

異
文
化
交
流
を
報
告

海
外
で
学
ん
で
き
た
こ
と

川
内
中
２
年

　関  

根

　悠  

人

国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り

五
戸
中
３
年

　川  

岸

　史  

奈

国
際
的
視
野
の
広
い

自
分
に
な
る
こ
と

倉
石
中
３
年

　髙  

村

　玲  

香

 研修日程・内容
１／５  日本出国
１／６  シンガポール市内研修
１／７  マレーシアのデサル地区小学校

で日本の伝統遊びを通じて交流
１／８  セントーサ島、ナイトサファ

リを見学
１／９  日本語学校生徒の案内で班ご

とに市内研修
　　　ホーカー（屋台）での食事、

地下鉄などを体験
１／10  企業訪問（現地の経済学習）
１／11  日本帰国



❺ ❹

シンガポールの象徴マーライオン。背景に高層ビルが立ち並ぶ

マレーシアの小学校での交流会。手をつなぎ入場

ナイトサファリを体験

滞在したシンガポールとマレーシア

マレー料理、中華料理、インド料理などを説明する川内中の生徒

井上スクール※の生徒と一緒に市内研修をしました。※シンガポール人のための日本語学校

シンガポール・
　マレーシア訪問

　町
の
海
外
派
遣
研
修
事
業
で
中

学
生
20
人
が
７
日
間
の
日
程
で
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
を
訪

問
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
中
学
生

の
体
験
談
を
紹
介
し
ま
す
。

　海
外
へ
行
き
た
い
、
日
本
の
外

へ
出
て
み
た
い
、
初
め
は
、
た
だ

そ
れ
だ
け
の
理
由
で
海
外
派
遣
に

申
し
込
み
ま
し
た
。

で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア

の
文
化
に
つ
い
て
事

前
研
修
を
重
ね
る
度

に
、
次
第
に
そ
の
国

へ
の
興
味
、
関
心
が

深
ま
り
、
心
か
ら
現

地
の
人
々
や
文
化
を

知
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　そ
し
て
当
日
、
新

幹
線
や
飛
行
機
で
の

長
旅
を
経
て
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
入
国
し
た

時
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
一
週
間
が
楽
し
み

で
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
が
全
日
程

の
中
で
一
番
楽
し
み
だ
っ
た
の

が
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
デ
サ
ル
地
区

小
学
校
と
の
交
流
会
で
し
た
。
デ

サ
ル
地
区
と
い
う
場
所
は
、
ビ
ル

な
ど
の
高
い
建
物
が
な
く
、
ひ
ど

く
閑
散
と
し
た
寂
し
い
雰
囲
気
で

し
た
。
そ
れ
ま
で
の
弾
ん
だ
気
持

ち
は
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
、

不
安
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　「
日
本
と
は
、
環
境
が
全
く
違

う
こ
の
人
た
ち
と
、
言
葉
も
文
化

も
全
く
知
ら
な
い
こ
の
人
た
ち
と
、

上
手
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
。」
そ
ん
な
不
安
を
抱

え
た
ま
ま
、
小
学
生
と
の
交
流
会

の
日
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　私
た
ち
が
バ
ス
を
降
り
る
と
、

小
学
校
の
校
長
先
生
や
生
徒
の
皆

さ
ん
が
伝
統
の
歌
で
出
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
初
め
は
、
お
互
い
に

緊
張
し
て
い
た
私
た
ち
で
す
が
、

日
本
の
遊
び
で
あ
る
、
け
ん
玉
や

竹
と
ん
ぼ
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

自
然
と
仲
良
く
な
っ
て
、
来
る
前

に
感
じ
た
不
安
は
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　現
地
の
遊
び
を
一
緒
に
や
り
、

小
学
校
内
の
見
学
を
し
、
お
や
つ

も
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何

を
す
る
と
き
も
、
小
学
校
の
子
供

た
ち
が
自
分
た
ち
か
ら
手
を
取

り
、
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
初
め
て
会

っ
た
私
た
ち
に
遊
び
、
文
化
、
食

べ
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
、
と
て
も
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
心
が
温
か
く

な
り
ま
し
た
。

　言
葉
の
通
じ
な
い
、
文
化
や
食

べ
物
、
習
慣
や
宗
教
の
全
く
違
う

私
た
ち
で
も
、
何
か
き
っ
か
け
さ

え
あ
れ
ば
、
こ
ん
な
に
も
分
か
り

合
い
、
尊
重
し
合
え
る
と
い
う
、

国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り
を
今
回

の
訪
問
で
深
く
実
感
し
ま
し
た
。

　最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
と
、

私
を
快
く
送
り
出
し
て
く
れ
た
父

や
母
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　僕
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ

ー
シ
ア
へ
行
っ
て
き
て
学
ん
だ
こ

と
は
四
つ
あ
り
ま
す
。

　ま
ず
、
一
つ
目
は
、
食
文
化
の

違
い
で
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
食
事

は
日
本
と
さ
ほ
ど

変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
は

ピ
ン
ク
の
飲
み
物

が
出
て
き
た
り
、

ご
飯
を
葉
っ
ぱ
で

包
ん
だ
食
物
が
出

て
き
た
り
し
て
、

日
本
と
は
全
然
違

い
ま
し
た
。
ま

た
、
食
べ
終
わ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

食
器
を
片
付
け
て
く
れ
た
り
も
し

ま
し
た
。
日
本
に
は
無
い
よ
う
な

食
事
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
と
て

も
新
鮮
で
し
た
。

　二
つ
目
は
、
言
葉
が
通
じ
な
い

と
い
う
大
変
さ
で
す
。
言
葉
が
違

う
の
で
通
じ
な
い
と
い
う
こ
と
は

行
く
前
か
ら
知
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
い
ざ
、
行
っ
て
み
る
と
本
当

に
ど
う
伝
え
て
い
い
の
か
分
か
ら

な
く
な
っ
て
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り

ま
し
た
。
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
お

店
の
店
員
さ
ん
と
払
っ
た
お
金
と

お
つ
り
の
こ
と
で
も
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
時
が
一
番
、
言
葉

が
通
じ
な
い
大
変
さ
が
分
か
り
ま

し
た
。

　三
つ
目
は
、
た
と
え
言
葉
が
通

じ
な
く
て
も
分
か
り
合
え
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

デ
サ
ル
地
区
の

小
学
校
に
行
き
、

ゲ
ー
ム
を
す
る
時

が
あ
り
ま
し
た
。

言
葉
が
や
は
り
違

う
の
で
、
何
を
言

っ
て
い
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
と
か
で
通
じ

て
、
一
緒
に
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　四
つ
目
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

人
も
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
も
と
て
も

親
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぶ
つ

か
っ
て
「
ソ
ー
リ
ー
」
と
言
っ
た

ら
、
笑
顔
で
「
ノ
ー
プ
ロ
ブ
レ

ム
」
と
言
っ
て
く
れ
た
り
、
僕
た

ち
が
日
本
人
だ
と
分
か
る
と
一
生

懸
命
日
本
語
で
話
し
か
け
て
く
れ

た
り
も
し
ま
し
た
。
今
ま
で
、
外

国
人
と
い
う
と
怖
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
研
修
で

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
こ
か
に
い
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　こ
の
五
日
間
で
た
く
さ
ん
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
充
実
し

た
五
日
間
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
の

機
会
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
五
戸

町
の
皆
さ
ま
や
研
修
を
許
可
し
、

お
金
を
払
い
笑
顔
で
送
っ
て
く
れ

た
両
親
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　私
は
研
修
に
行
く
前
、
初
の
海

外
渡
航
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
不

安
と
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
し
か
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ

レ
ー
シ
ア
に
行
っ
て
み
る
と
そ
の

不
安
は
消
え
、
期
待
が
「
も
っ
と

こ
の
国
の
文
化
を
知
り
た
い
」
と

い
う
探
究
心
へ
と
変
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
食
文
化
や
宗
教
な
ど

日
本
と
の
違
い

が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　私
が
特
に
思

っ
た
こ
と
、
学

ん
だ
こ
と
が
二

つ
あ
り
ま
す
。

　一
つ
目
は
、

言
葉
に
つ
い
て

で
す
。
マ
レ
ー

シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
日
本

語
は
ほ
と
ん
ど
通
じ
ま
せ
ん
。
不

便
で
、
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

　マ
レ
ー
シ
ア
の
小
学
生
と
の
交

流
会
の
時
は
身
ぶ
り
、
手
ぶ
り
で

伝
え
合
っ
た
り
、
覚
え
た
マ
レ
ー

語
で
話
し
か
け
た
り
し
ま
し
た
。

ち
ゃ
ん
と
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、

気
持
ち
を
理
解
し
合
え
る
こ
と
を

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
に

来
て
初
め
て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　二
つ
目
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
方
々
の
温
か
い
心

で
す
。
海
外
派
遣
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
日
本
語
学
校
の
生
徒
と
の
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。
自
主
研
修
の

時
、
４
人
の
生
徒
が
私
た
ち
の
班

と
一
緒
に
行
動
し
ま
し
た
。
そ
の

方
た
ち
は
私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

店
を
紹
介
し
て
く

れ
た
り
、シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
流
行
な
ど
を

話
し
た
り
し
て
く
れ

ま
し
た
。
昼
食
も
、

お
勧
め
の
店
に
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
い
、

何
だ
か
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
人
の
よ
う
な
気
分

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
地
下
鉄
や
世
界
一
高
い

観
覧
車
に
も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
４
人
の
生
徒
は
、
私
た
ち

の
体
調
も
気
づ
か
う
な
ど
、
と
て

も
親
切
で
し
た
。
友
達
に
な
る
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　こ
の
研
修
を
通
し
て
、
私
は
、

文
化
の
違
い
な
ど
だ
け
で
は
な

く
、
人
と
交
流
す
る
大
切
さ
や
、

人
の
温
か
さ
を
強
く
感
じ
、
私
自

身
、
国
際
的
視
野
の
広
い
自
分
に

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　２
月
７
日
、
町
立
公
民
館
で
中

学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業
の
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　町
で
は
交
流
体
験
を
通
じ
て
国

際
感
覚
を
培
い
、
将
来
の
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
今

年
１
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ

ー
シ
ア
へ
中
学
生
20
人
を
派
遣
。

今
回
の
報
告
会
に
は
保
護
者
や
町

の
国
際
交
流
関
係
者
な
ど
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　報
告
会
で
は
、
生
徒
た
ち
が
調

べ
た
現
地
の
食
文
化
、
生
活
の
違

い
、
物
価
と
流
行
な
ど
を
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
。
保
護
者

ら
は
、
興
味
深
く
生
徒
た
ち
の
発

表
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

シンガポール・
　マレーシア訪問

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア

異
文
化
交
流
を
報
告

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア

異
文
化
交
流
を
報
告

海
外
で
学
ん
で
き
た
こ
と

川
内
中
２
年

　関  

根

　悠  

人

国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り

五
戸
中
３
年

　川  

岸

　史  

奈

国
際
的
視
野
の
広
い

自
分
に
な
る
こ
と

倉
石
中
３
年

　髙  

村

　玲  

香

 研修日程・内容
１／５  日本出国
１／６  シンガポール市内研修
１／７  マレーシアのデサル地区小学校

で日本の伝統遊びを通じて交流
１／８  セントーサ島、ナイトサファ

リを見学
１／９  日本語学校生徒の案内で班ご

とに市内研修
　　　ホーカー（屋台）での食事、

地下鉄などを体験
１／10  企業訪問（現地の経済学習）
１／11  日本帰国
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　このほど、ＮＨＫ全国短歌（俳句）大会
ジュニアの部で、又重小学校１年生の中田
彩賀さんが「大賞」を受賞しました。
▼受賞作品
『あおむしさんまるまる太ってうんちいっ
ぱい』
　審査員からは、生命感にあふれる元気
いっぱいな作品との評価を受けました。

　ＪＲ東日本の主催の日帰りツアー「駅か
らハイキング」で首都圏からの観光客76人
が名馬の産地・五戸町を訪れ、馬の文化史
跡と冬景色などを満喫しました。
　バスで到着した参加者は酒蔵を見学。歩
いて町内をめぐり、昼食で馬肉料理を堪能。
蒼前神社の馬の墓や三浦牧場の馬の壁画な
どを見学し、最後に温泉に入って疲れを癒
しました。

　２月２日、匿名の女性が現金10万円を町
に寄付しました。女性は「子どもたちのた
めに役立ててほしい」と、約１年かけてコ
ツコツと貯めた500円硬貨200枚を職員に手
渡しました。
　町では寄付者の意思を尊重して、子ども
たちのために寄付金を使用する予定です。

　「青森県少年サッカー
大会」で優勝した五戸す
ずかけスポーツ少年団の
選手らが町役場を訪問し
ました。
　五戸、蛯川、南の３小
学校の４年生が参加した
混成チームのキャプテ
ン、北上龍哉君（南小）
は「チーム一丸となり、
練習したことが試合でで
きた」と話しました。
　決勝のＰＫ戦で活躍し
たキーパーの立花圭汰君
（蛯川小）は「絶対に止
めてやる」と強い気持ち
で臨んだことを笑顔で報
告しました。

　夜間の高齢
者の交通事故
を防止する目
的で、五戸地
域交通安全活
動推進委員協
議会（沢口繁
会長）の会員
５人が、五戸
総合病院ロビ
ーで高齢者の
靴に反射材を
直接貼り付け

ました。会員は「夕方・夜間の道路歩行に
は、反射材を身に着けて」などと声を掛け
ていました。

ゼ
ロ

中
田
彩
賀
さ
ん
（
又
重
小
１
年
）
が
俳
句
大
賞

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
（
俳
句
）
大
会

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
！

●
町
内
の
女
性
が
現
金
10
万
円
を
寄
付

反
射
材
で
夜
間
の
交
通
事
故
０
に
！

●
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
が
反
射
材
を
貼
付

五
戸
す
ず
か
け
県
大
会
で
優
勝
！

●
第
１
回
コ
ー
プ
杯
争
奪
青
森
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
８
人
制
大
会

首
都
圏
か
ら
の
観
光
客
76
人
が
五
戸
名
物
を
満
喫

●
日
帰
り
ツ
ア
ー
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
　

“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！
フォト

■町内の出来事や、頑張っている
　皆さんを紹介するコーナーです。

報告する中田彩賀さん㊧

反射材の効果を説明する会員

約20年ぶりに県大会で優勝しました！

500円硬貨200枚が収納された本 酒蔵で初しぼりを試飲
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五戸総合病院理念
■ 地域住民を気づかい思いやる心
■ 本人の意思を尊重した患者さん本位の医療
■ 医学の進歩をふまえた正しい医療

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

て
っ
ぱ
ん
は
何
故
か
ほ
ろ
っ
と
す
る
ド
ラ
マ

歓
声
と
ど
よ
め
き
の
波
大
壱
番

　

小
正
月
妻
を
た
て
る
も
酌
に
癪

人
並
み
に
恵
方
巻
食
べ
願
い
こ
め

体
操
を
わ
ら
い
老
後
で
痛
め
ら
れ

頬
か
む
り
今
年
も
生
が
い
野
良
と
決
め

〈
短
歌
〉

真
夜
中
に
救
急
車
の
音
目
覚
め
い
て

遠
く
に
住
む
子
ら
の
安
否
気
づ
か
う

ば
ら
ば
ら
に
田
を
飛
び
立
ち
し
白
鳥
の

列
が
と
と
の
う
峰
の
あ
た
り
で

手
に
つ
く
る
狐
の
影
絵
﹁
コ
ン
・
コ
ン
﹂
と

障
子
に
写
し
遊
ぶ
雪
の
夜

逝
き
て
尚
時
を
刻
み
し
ロ
ン
ジ
ン
の

夫
の
時
計
は
今
わ
が
腕
に

六
戸
温
泉
で
見
知
ら
ぬ
人
と
ま
た
お
う
て

互
い
の
傷
あ
と
見
て
話
し
弾
む

水
栽
の
六
球
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
咲
き
始
め

吾
が
家
の
小
さ
な
春

老
の
身
や
朝
の
寒
さ
に
耐
え
か
ね
き

空
仰
ぎ
見
し
春
待
つ
日
な
き

万
物
に
感
謝
の
気
持
た
や
さ
ね
ば

苦
労
も
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や

若
者
を
見
れ
ば
亡
き
子
と
重
ね
見
て

幸
い
あ
れ
と
ひ
そ
か
に
祈
る

　

久
保
田
玲
子
（
菖
蒲
川
）

土
嶺
せ
い
れ
い
（

）

阿
之
浦
國
吉
（
沢

　向
）

本
田

　昭
雄
（
舘

　町
）

善

　太

　郎
（
五
戸
町
）

沢
田

　良
子
（
上
市
川
）

鳥
谷
部
せ
ぬ
（
ひ
ば
り
野
）

若
松

　忠
雄
（

　
　
　）

甲
田

　
　悠
（
豊
間
内
）

畑
山

　房
子
（
中

　市
）

橘

　ミ
ネ
子
（
北
市
川
）

藤
村

　ナ
ヲ
（
鍜
冶
屋
窪
）

佐
々
木
は
る
の
（

　
　
　）

田
代
十
志
男
（
上
市
川
）

根
市

　ミ
ヤ
（

　
　
　）

五戸総合病院医師一覧表（外来診療）
氏　　名
新井田修久
岡本　一雄
田口　　順
濱舘　貴徳

大根田　昭
三浦　昌人
東山　明弘
応 援 医 師
蝦名　宣男
田邊　　淳
安藤　敏典
井戸川敏彦
応 援 医 師
笹野　拓也
応 援 医 師
三上　靖隆
応 援 医 師
応 援 医 師
深瀬　栄一
応 援 医 師
袴田真理子
応 援 医 師
応 援 医 師

診療科

【糖尿病外来】

内 　 　 科

【循環器内科】

【消化器内科】
外 　 　 科

産 婦 人 科

小 児 科

整 形 外 科

脳神経外科
眼 　 　 科
耳鼻咽喉科

皮 膚 科

職名・派遣先
副 院 長
副 院 長
科 　 長
医 　 長

仙 台 市
東北大学
三戸病院
弘前大学
院 　 長
医療局長
医　　長
副 院 長
東北大学
科 　 長
弘前大学
科 　 長
弘前大学
労災病院
科 　 長
岩手医科大学
八 戸 市
弘前大学
東北大学

月曜日
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○10：00～

火曜日
９：００～消化器検査
倉石診療所
○
○

○３／１、３／15

○
○消化器検査

○

○

○

○

○

○

○
○
９：００～消化器検査
○

○

○
○３／11、３／18

○

○

○

○
○
○
９：００～消化器検査

○

○

○

○

○

○

○９：００～ ○９：００～

○
○
○
９：００～消化器検査

木川　　英 副 医 長 ○ ○ ○ ○ ○

○

○
○

○３／19
○
○第２・４
○
○第２・４

○

○交替で
○
○交替で
○交替で
○交替で

○交替で
○交替で
○交替で
○

○

○第１・３
○
○毎週予約制

○第１・３

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

平成23年３月１日現在

外来診療（初診・再診）受付時間：午前７時30分～午前11時30分　※ただし急患はこの限りではありません。
第２・４土曜日は休診です。 

中

　道

十
文
字

上
市
川

中

　区

古
街
道

長

　根

古
街
道

長

　根

し
ゃ
く

お
い

さ
い
わ

お

　
ん

　
せ

　
ん

し
ゃ
く
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青年海外協力隊活動レポートinネパール　№11

先進国的共同体の一員としての意識は薄い
かもしれないが、家族の絆や兄弟姉妹の愛
情は、おそらく日本よりも深いネパール

　
青
年
海
外
協
力
隊
員
の
東
千
秋

さ
ん（
五
戸
町
出
身
）が
、
平
成
21

年
１
月
か
ら
22
年
12
月
ま
で
の
２

年
間
、
ネ
パ
ー
ル
へ
赴
任
し
活
躍

し
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
ナ
マ
ス
テ（
こ
ん
に
ち
は
）。

　
そ
ろ
そ
ろ
任
期
の
ゴ
ー
ル
も
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
今

の
ネ
パ
ー
ル
に
足
り
な
い
も
の
、

必
要
な
も
の
は
一
体
何
な
の
か
に

つ
い
て
、
自
分
な
り
の
考
え
を
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ネ
パ
ー
ル
に
赴
任
当
初
、
電
気

の
供
給
は
不
安
定
だ
し
、
道
路
は

ボ
コ
ボ
コ
の
所
も
多
い
、
生
活
利

用
水
の
便
に
欠
く
地
域
も
あ
る
、

そ
ん
な
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
さ
が

印
象
的
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
平
均
的
な
日
本
人
が
一
生

働
い
て
稼
い
で
も
住
め
な
い
よ
う

な
豪
邸
に
住
み
、
バ
ッ
グ
い
っ
ぱ

い
に
お
金
を
詰
め
込
ん
で
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
す
る

富
裕
層
も
多
く
目
に
し
ま
し
た
。

　
村
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
も
、
確

か
に
土
作
り
の
シ
ン
プ
ル
な
家
で

は
あ
り
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
が
あ
り
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
あ
り
、
家

族
そ
ろ
っ
て
団
欒
を
し
て
い
て
非

常
に
幸
せ
そ
う
に
見
え
る
。
機
械

化
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
農
作

業
こ
そ
肉
体
労
働
中
心
で
大
変
そ

う
で
す
が
、
日
本
よ
り
も
時
間
が

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、
私
た
ち
よ
り

も
心
の
ゆ
と
り
を
持
っ
て
生
活
し

て
い
る
。
し
か
し
世
界
的
に
見
れ

ば
、
ネ
パ
ー
ル
は
や
は
り
途
上
国

と
言
わ
れ
て
お
り
、
海
外
か
ら
の

支
援
無
し
で
は
国
を
維
持
で
き
ま

せ
ん
。

　
先
進
国
と
呼
ば
れ
る
日
本
と
、

途
上
国
と
呼
ば
れ
る
ネ
パ
ー
ル
の

大
き
な
違
い
、
そ
れ
は
、
社
会
的

な
拠
り
所
が
違
う
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ネ
パ
ー
ル
人
に
と
っ
て
の
社
会

は
、
血
縁
や
友
情
に
基
づ
く
ゲ
マ

イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
共
同
社
会
）
の

形
を
い
ま
だ
に
残
し
て
い
る
印
象

を
受
け
ま
す
。
一
方
で
、
ド
ナ
ー

で
あ
る
先
進
国
の
多
く
の
社
会
は
、

企
業
な
ど
に
見
ら
れ
る
目
的
集
団
、

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト（
利
益
社
会
）の

色
彩
が
色
濃
い
傾
向
に
あ
る
。

　
ド
ナ
ー
側
は
現
在
、
さ
ま
ざ
ま

な
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
を
作
っ
て
ネ

パ
ー
ル
の
地
域
開
発
を
行
お
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
ネ
パ
ー
ル
人
に

と
っ
て
の
社
会
や
共
同
体
と
い
う

も
の
と
、
ド
ナ
ー
側
の
目
指
す
そ

れ
が
、
そ
も
そ
も
違
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
ネ
パ
ー

ル
は
、
民
族
も
言
語
も
様
々
な
人

々
の
集
ま
り
で
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル

と
い
う
国
、
そ
し
て
ネ
パ
ー
ル
人

と
い
う
国
民
を
簡
単
に
定
義
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
ネ
パ
ー
ル
人
は
常
日
頃
、
自
分

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
て
生
活
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
、
そ
う
考
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
国
の
人
々
は
、

習
慣
と
し
て
毎
日
、
自
宅
と
そ
の

周
辺
は
掃
除
し
ま
す
が
、
町
や
村

全
体
は
投
棄
さ
れ
た
ご
み
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
オ
フ
ィ
ス
で
仕
事
を

あ
ま
り
し
た
が
ら
な
い
の
も
、
先

進
国
的
な
共
同
体
の
中
に
帰
属
し

て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
人
間
は
社
会
的
な
動
物

で
す
が
、
何
か
に
帰
属
せ
ず
に
は

社
会
的
、
公
共
的
生
活
を
送
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
元
地
域
で
生
活
す
る
上
で
も
、

そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
を
解

決
す
る
上
で
も
、
私
た
ち
は
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
ど
こ
か
に

帰
属
す
る
人
間
と
し
て
行
動
し
て

い
る
。
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
そ

の｢

帰
属
す
る
も
の
」
が
私
た
ち

の
考
え
方
や
行
動
に
も
影
響
を
与

え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
ネ
パ
ー
ル
は
、
特
に
都
市
部
に

お
い
て
近
代
化
が
進
ん
で
き
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
先
進
国
的
な
ゲ

ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
中
で
生
き
て
い

く
必
要
性
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
し
か
し
、
い
ま
だ
に
血
縁
関
係

や
友
人
関
係
を
重
視
す
る
共
同
体

の
み
に
帰
属
し
て
生
き
て
い
る
。

こ
の
ね
じ
れ
が
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
海
外
か
ら
の
援
助
か
ら
自
立

で
き
ず
、
ネ
パ
ー
ル
人
が
自
ら
の

力
で
発
展
で
き
な
い
要
因
で
あ
る

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
大
学
時
代
、
法
律
を
専
攻

し
て
い
ま
し
た
が
、
公
共
政
策
に

つ
い
て
も
少
し
学
び
ま
し
た
。
５

年
以
上
前
に
は
な
り
ま
す
が
、
大

学
教
授
の
言
葉
の
中
で
今
よ
く
思

い
出
す
も
の
は
、「
公
共
政
策
と
は
、

社
会
の
構
成
員
の
共
通
の
利
害
と

は
何
か
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、

そ
れ
は
一
体
ど
ん
な
も
の
か
を
創

造
あ
る
い
は
追
及
し
続
け
る
こ
と

で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
私
は
、
今
ネ
パ
ー
ル
に
欠
い
て

い
る
も
の
、
そ
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
ヒ
ン
ト

が
、
こ
の
言
葉
の
中
に
隠
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
経
済
的
な

豊
か
さ
の
追
求
も
途
上
国
に
と
っ

て
は
必
要
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
の
共

同
体
の
標
準
を
ど
こ
に
位
置
付
け

る
べ
き
か
、
そ
し
て
そ
の
共
同
体

に
お
い
て
自
分
た
ち
が
共
有
で
き

る
価
値
基
準
は
何
か
を
模
索
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

今
の
ネ
パ
ー
ル
の
課
題
な
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　
も
し
か
す
る
と
、
価
値
観
の
多

様
化
が
進
む
現
在
の
日
本
に
も
言

え
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
非
常
に
抽
象
的
な
話
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

は
、
ま
た
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
　
東
　
千
秋

だ
ん
ら
ん

よ



❾

国
家
公
務
員
募
集

雇
用

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
入
学
生
募
集

募
集

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職

員

募

集

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
支
援

あ
お
も
り
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

│ 

県
民
一
人
一
人
が

  

自
殺
対
策
の
主
役
で
す 

│

相談窓口 電話番号 窓口開設日時
県立精神保健福祉センター 017－787－3957 平日
こ こ ろ の 電 話 017－787－3958 9：00～16：00

県 民 の た め の
0120－063－556

毎月１日
フリーダイヤル 12：00～21：00

生 活 と 健 康 を
017－734－9310

平日
つなぐ法律相談 9：00～16：00

あおもりいのちの電話 0172－33－7830
毎日
12：00～21：00

情報ステーション

●
国
家
公
務
員
Ⅰ
種

○
受
験
資
格

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
卒
（
見
込
み
）
者
な
ど

○
受
付
期
間

　
平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
８
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
５
月
１
日（
日
）

●
国
税
専
門
官
、
労
働
基
準
監
督
官

○
受
験
資
格

・
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
卒
（
見
込
み
）
者
な
ど

○
受
付
期
間

　
平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
14
日（
木
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
６
月
12
日（
日
）

●
国
家
公
務
員
Ⅱ
種

○
受
験
資
格

・
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
業

（
見
込
み
）
者
な
ど

○
受
付
期
間

　
平
成
23
年
４
月
11
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
20
日（
水
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
６
月
19
日（
日
）

●
法
務
教
官

○
受
験
資
格

・
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
業

（
見
込
み
）
者
な
ど 

○
受
付
期
間

　
平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
14
日（
木
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
６
月
12
日（
日
）

●
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

○
受
験
資
格

・
昭
和
62
年
４
月
2
日
以
降
生
ま

れ
の
高
卒
（
見
込
み
）
者
な
ど

○
受
付
期
間

　
平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
８
日（
金
）ま
で

○
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
５
月
15
日（
日
）

□問
人
事
院
東
北
事
務
局 

試
験
係

　
℡
０
２
２
│
２
２
１
│
２
０
２
２

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載

●
受
験
資
格

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
方

●
申
込
期
間

　
平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
８
日（
金
）ま
で

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
み
受
付
し
ま
す
。

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
23
年
５
月
15
日（
日
）

□問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用
試
験

事
務
室（
東
北
大
学
本
部
内
）

　
℡
０
２
２
│
２
１
７
│
５
６
７
６

　
青
森
県
で
は
、
▲
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
希
望
者
の
就
職
サ
ポ
ー
ト
▲
団

塊
世
代
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
相
談

▲
就
農
相
談
▲
無
料
で
の
職
業
紹

介
な
ど
の
相
談
窓
口
「
あ
お
も
り

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
東
京
都

内
に
開
設
し
ま
し
た
。
詳
細
は
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
相
談
時
間
　
11
時
〜
17
時

●
場
所

　
青
森
県
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
内

（
東
京
都
中
央
区
八
重
洲
２
│

２

│

１
、
住
友
八
重
洲
ビ
ル
５
階
）

□問
あ
お
も
り
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　
℡
03
│

３
２
７
１
│

０
７
０
０

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

放
送
を
利
用
し
て
３
年
で
高
校
卒

業
資
格
を
取
得
す
る
「
広
域
通
信

制
高
等
学
校
普
通
科
」
な
ど
の
入

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

高
等
学
校
　
４
月
生
普
通
科

●
募
集
対
象

中
学
卒
業（
見
込
み
）者

●
申
込
期
限
　
４
月
20
日（
水
）

高
等
学
校
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
」

●
募
集
対
象

　
高
卒（
見
込
み
）者
な
ど

●
内
容

「
地
域
福
祉
」「
児
童
福
祉
」「
介

護
」
な
ど
、
多
彩
な
科
目
を
１

科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
３
月
22
日（
火
）

●
資
料
請
求
先
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
℡
０
１
２
０
│
06
│

８
８
８
１

　
自
分
の
心
の
不
調
に
気
づ
く
こ

と
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
家
族
や

や
友
達
、
同
僚
な
ど
周
囲
の
人
の

サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
専
門
家
に
つ

な
ぐ
な
ど
、
私
た
ち
一
人
一
人
に

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
自
身
や
家
族
の
こ
と
な
ど
で

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
気

軽
に
ご
相
談
を
！

□問
青
森
県
　
障
害
福
祉
課

　
℡
０
１
７
│
７
３
４
│
９
３
０
７

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62
│

７
９
５
８

http:// www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

http://www.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/

U
RL http://w

w
w
.n-gaku.jp



大切な人、大切な自分のまちを守りたい。

10

五戸町消防団員募集

大切な人、大切な自分のまちを守りたい。

自分が育った町、自分が暮らす町、そして自分が働く町。
そんなかけがえのない、大切な町を守りたい。
その思いがあれば、誰でも消防団に参加できます。
消防団の活動は消火や防災だけではありません。
火災を起こさないための防火啓発などいろいろです。
地域を知るあなただからできることが、たくさんあります。
自分の町を、みんなの町を、一緒に守りましょう。

五戸町消防団初午

●期日　３月６日（日）
●日程
・放水訓練 ７：00～ 大字切谷内字大久木地内
・観　　閲 ８：30～ 中央商店街通り
・分列行進 ９：00～ 中央商店街通り
・式　　典 ９：20～ 町図書館駐車場
※当日は交通規制がありますので、
　ご協力をお願いします。 
□問  役場総務課 ℡ 62－2111 内線214

あなたも参加して、自分の町を
みんなで一緒に守りませんか？

　五戸町消防団は、町内
に居住、または勤務して
いる18歳以上の人であれ
ば誰でも入ることができ
ます。ふるさとを守る地
域の防災リーダー・消防
団員として、あなたの力
が必要です。
□問  役場総務課
　  ℡ 62－2111 内線214

電話応答システムで防災
無線の放送内容を聞けます

　℡61－1106に電話をか
け、音声ガイダンスに従
ってプッシュホンを操作
すると、町の防災無線で
放送した内容を聞くこと
ができます。
※メッセージは放送後24
時間で消去されます。
□問 役場総務課 ℡ 62－7950

育
児

遺
児
入
学
・
卒
業
祝
金
受
給
申
請

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

情報ステーション

　
町
で
は
遺
児
の
方
が
、
小
学
校

や
中
学
校
に
入
学
す
る
際
に
入
学

祝
金
を
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
際

に
卒
業
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。
対

象
者
と
思
わ
れ
る
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
該
当
す
る
児
童
・
生
徒

　（
五
戸
町
に
住
所
を
有
す
る
方
）

①
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

死
亡
し
た
場
合

②
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

生
死
が
引
き
続
き
3
か
月
以
上

明
ら
か
で
な
い
場
合

③
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

１
年
以
上
行
方
不
明
の
場
合

④
父
か
母
ま
た
は
両
親
か
ら
、
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
場
合

⑤
父
ま
た
は
母
の
心
身
障
害
の
程

度
が
児
童
扶
養
手
当
法
に
該
当

す
る
状
態
に
あ
り
、
労
働
能
力

を
失
っ
て
い
る
場
合

⑥
父
か
母
ま
た
は
両
親
と
も
に
、

法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
場
合

遺
児
卒
業
祝
金

・
対
象
者

　
平
成
23
年
３
月
中
学
校
卒
業
生

　（
盲
・
聾
・
養
護
学
校
中
学
部
含
む
）

・
支
給
額
　
１
万
円

・
受
付
期
限

　
平
成
23
年
３
月
10
日（
木
）ま
で

遺
児
入
学
祝
金

・
対
象
者

　
平
成
23
年
４
月
小
学
校
入
学
児
童

　（
盲
・
聾
・
養
護
学
校
小
学
部
含
む
）

　
平
成
23
年
４
月
中
学
校
入
学
生

　（
盲
・
聾
・
養
護
学
校
中
学
部
含
む
）

・
支
給
額
　
７
千
円

・
受
付
期
間

　
平
成
23
年
４
月
１
日（
金
）か
ら

　
　
　
　
　
４
月
11
日（
月
）ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑（
認
印
）、
預
金
通
帳（
保

護
者
名
義
）、
障
害
者
手
帳（
重

度
障
害
者
の
場
合
）

※
本
籍
地
が
五
戸
町
以
外
の
方
は

戸
籍
謄
本
（
父
ま
た
は
母
の
死

亡
の
分
か
る
も
の
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62
│

２
１
１
１
内
線
１
３
５

　
五
戸
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
母
、
児
童

を
対
象
と
し
て
、
医
療
費
（
保
険

適
用
分
）
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
場
合
は
、

受
給
資
格
認
定
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
、
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
重
度
障
害
者
で

あ
る
家
庭
の
父
母
、
児
童

③
父
母
の
い
な
い
児
童

※
父
母
は
、
医
療
機
関
ご
と
に
１

か
月
に
つ
き
千
円
の
自
己
負
担

が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
に
よ
っ
て
対
象
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
状
態
に
よ
っ
て
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
子
ど
も
が
18
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
認
定
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
認
印
）、
預
金
通
帳
（
保

護
者
名
義
）、
保
険
証
、
所
得
・

課
税
証
明
書
（
転
入
し
て
き
た

方
）、
障
害
者
手
帳
（
障
害
者

手
帳
の
あ
る
方
）

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62
│

２
１
１
１
内
線
１
３
９

ろ
う

ろ
う

ろ
う
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ご協力ありがとうございました

お

知
ら
せ

平
成
24
年
歌
会
始

１日１円で大きな補償「交通災害共済」に加入しましょう

実治療日数
180日以上

実治療日数
90日以上

スポーツ安全保険
傷害保険＋賠償責任保険＋共済見舞金
　スポーツ・文化・ボランティアなど
の団体活動に最適な保険です。５人以
上の団体でご加入ください。
※家族だけで活動する団体、プロスポーツ
を行う団体、営利活動を目的とする団体
などは加入できません。
対象となる事故
・団体活動中の事故
・往復中の事故
　（自動車事故による賠償責任は適用外）
保険期間
毎年４月１日から１年間
※年度途中で加入の場合は、手続きを行っ
た翌日から３月31日までとなります。

掛　　金
１人年額600円～9,000円
※団体の活動内容・年齢構成などによっ
て異なります。

□問 ㈶スポーツ安全協会青森県支部
℡ 017－782－6984（平日9：00～17：00）

※児童生徒などが各施設や学校で団体加入した場合は300円

共

済

見

舞

金

上市川団地市民農園　利用者募集
自分の手で畑を耕して、野菜を育ててみたい人へ！
　五戸町上市川団地（大字上市川字外ノ沢）
に併設して「上市川団地市民農園」を開設
しました。土にふれあいながら、あなたも
収穫の喜びを体験してみませんか？

◇場　　所　大字上市川字外ノ沢（上市川団地隣り）
◇区 画 数　34区画（１区画：50㎡）
◇利用料金　１区画 2,500円
◇施設料金　別途に農園施設（保管庫・休憩所）を
　　　　　　１シーズン 3,000円 で利用できます。
◇そ の 他　農具の貸し出しはありません。
　　　　　　農地の耕起（春・秋）は無料で実施します。
　　　　　　水道、トイレは無料で利用できます。
◇申込期間　３月14日（月）から３月31日（木）まで
◇利用期間　４月から11月下旬まで
◇問い合わせ・申込先　役場農林課　℡ 62－2111 内線264

　総務省統計局の承認を得て、青森県が平
成22年11月末現在で取りまとめた五戸町の
人口・世帯数（速報）は次のとおりです。

【人　口】 １８，７１８人
　　　　（前回調査より1,420人減）
【世帯数】 　６，１７１世帯
　　　　（前回調査より176世帯減）
※この速報結果は、今後公表される確定値
等と異なる場合があります。

　集計結果は、さまざまな法令に基づいて
使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活
環境の整備など、私たちのより良い生活の
ために役立てられます。
□問  役場企画振興課　℡ 62－2111 内線234
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/index.html

　現在加入している方は３月31日で共済期間が満了します。町では、自
治会を通じて加入申込書を配布しますので、引き続き加入する方や４月
から新しく加入する方は、家族そろって加入するようお勧めします。
※施設・学校などで団体加入する場合もあるので、重複加入にならない
　ようにお願いします。
共 済 期 間　毎年４月１日から１年間
会費（掛金）　１人年額350円
申し込み方法　掛金を添えて各自治会または役場総務課へ申し込み
　　　　　　　してください。

死亡した場合　　　　　　　　　　　　　　　　 100万円
入院180日以上含む　　　　　　　　15万円
入院90日以上含む　　　　　　　  　13万円
入院90日未満または入院なし含む　　11万円
入院90日以上含む　　　　　　　　　8万円
入院90日未満または入院なし含む　　　6万円

実治療日数60日以上　　　　　　　　　　　　　　4.5万円
実治療日数30日以上　　　　　　　　　　　　　　3.5万円
実治療日数10日以上　　　　　　　　　　　　　　2.5万円
実治療日数10日未満　　　　　　　　　　　　　　　2万円

□問  役場総務課　℡ 62－2111 内線214

情報ステーション

　
宮
内
庁
は
、
平
成
24
年
歌
会
始

の
お
題
を
「
岸
」
と
定
め
、
詠
進

要
領
を
発
表
し
ま
し
た
。

●
作
品
の
条
件

・
「
岸
」
の
字
句
を
詠
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌（
未
発
表
に
限
る
）

・
１
人
１
首

・
半
紙
に
毛
筆
で
自
筆
が
原
則
で

す
。
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、氏
名（
本
名
、ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
職
業
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
な
ど
の
方
は
、
代
筆

（
墨
書
）、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
印

字
、
ま
た
は
点
字
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
理
由（
代

筆
の
場
合
は
代
筆
者
の
住
所
氏

名
も
）
を
別
紙
に
記
入
し
添
え

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
９
月
30
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

「
〒
１
０
０
│

８
１
１
１
宮
内

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

URL http://www.kunaicho.go.jp
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倉
石
焼
の
魅
力
に
迫
る

◆
主
な
内
容
◆

２
 各
中
学
校
で
立
志
式

２
 町
長
と
地
域
住
民
と
の
懇
話
会

２
 健
康
の
つ
ど
い
（
認
知
症
予
防
）

３
 特
集
－
倉
石
焼
の
魅
力
に
迫
る

４
 町
中
学
生
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
派
遣

８
 青
年
海
外
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト
inネ
パ
ー
ル

10 ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

10 五
戸
町
消
防
団
員
募
集

11 交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

12 郷
土
探
訪
「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
48景
」

倉
石
焼
の
魅
力
に
迫
る

炎
に

よ
っ

て
命

を
吹

き
込

ま
れ

る
「

陶
」
。

人
々

の
心

を
魅

了
す

る
「

倉
石

焼
き

」
の

制
作

過
程

に
迫

る
。

 ･･･関
連

記
事

3
ペ

ー
ジ

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
⑭

　
70
年
前
の
盛
立
、
観
音
堂
の
地
蔵
尊
」

町の人口
（前月対比） 

　男　 9,443人　（－２）

　女　10,113人　（－６）

総人口19,556人　（－８）

世帯数 6,992世帯（±０）

平成23年２月１日現在
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【
70
年
前
の
盛
立
】

　
今
か
ら
70
年
前
の
昭
和
15
年
、

下
大
町
屯
所
の
２
階
か
ら
西
方
の

下
大
町
銀
座
通
り
。
右
は
沢
町
の

が
け
下
、
左
は
博
労
町
の
深
い
谷

間
。
昭
和
初
期
、
下
大
町
と
下
タ

ノ
沢
を
埋
め
て
出
来
上
が
っ
た
の

は
盛
立
番
外
地
の
道
路
だ
っ
た
。

　
明
治
末
期
、
村
人
が
土
盛
完
成

と
喜
ん
だ
が
、
大
雨
の
た
め
、
大

き
な
痛
手
を
受
け
、
再
工
事
を
進

め
、
念
願
の
市
川
道
が
完
了
。
50

年
間
は
盛
立
番
外
地
の
字
名
が
付

い
て
い
た
。

　
ま
た
、
隣
接
の
博
労
町
と
下
タ

ノ
沢
間
の
盛
立
は
大
正
４
年
ご
ろ

完
成
し
て
い
る
。

【
観
音
堂
の
地
蔵
尊
】

　
25
年
前
の
秋
彼
岸
だ
っ
た
。
観

音
堂
の
福
寿
院
に
あ
る
地
蔵
尊
が

引
越
す
る
話
を
耳
に
す
る
。

　
昭
和
60
年
９
月
23
日
朝
の
事
。

20
㍍
東
側
に
台
地
を
造
成
、
２
坪

の
小
屋
を
新
築
、
移
転
し
た
。

　
地
蔵
尊
の
台
地
に
は
「
寛
保
３

年
初
６
日
（
１
７
４
３
年
の
正
月

６
日
）
明
誉
了
閑
法
士
。
江
渡
亦

兵
衛
」と
刻
ま
れ
、

江
渡
家
４
代
の
主

人
公
。
福
寿
院
の

玄
関
に
わ
に
口
。

ま
た
、
所
有
者
の

墓
石
が
江
渡
屋
敷

の
裏
庭
に
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
は
「
享

保
10
年
10
月
14
日

（
１
７
２
５
年
）、

覚
応
正
須
信
士
。

享
保
19
年
甲
寅
６

月
18
日
。
謙
夏
敬

発
信
女
」

　
前
者
は
、
わ
に

【
明
治
天
皇
記
念
碑
除
幕
式
】

　
昭
和
12
年
２
月
11
日
は
大
雪
だ

っ
た
。
明
治
天
皇
ご
巡
幸
60
周
年

に
当
た
り
、
三
伝
宅
前
に
記
念
碑

の
除
幕
式
だ
っ
た
。

　
明
治
天
皇
聖
蹟
保
存
会
長
（
文

部
省
内
）
へ
一
か
月
前
か
ら
案
内

状
を
出
し
、
出
席
の
回
答
を
頂
い

て
い
た
。

　
大
雪
の
た
め
、
東
北
線
や
五
戸

鉄
道
は
運
休
、
西
郷
従
徳
聖
蹟
保

存
会
長
が
届
い
た
の
は
二
日
後
で

あ
っ
た
。
駒
形
旅
館
に
宿
泊
し
た

翌
日
、
碑
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ

た
。

　
式
典
後
、
五
小
講
堂
で
西
郷
会

長
（
西
郷
隆
盛
の
弟
西
郷
従
道
海

軍
大
将
の
長
男
）
は
「
明
治
天
皇

と
五
戸
」と
題
し
て
60
分
の
講
話
、

終
わ
っ
て
小
宴
が
あ
っ
た
。

　
川
原
町
の
藤
田
信
八
（
信
雄
の

父
）
は
紋
付
姿
で
胸
に
は
金
鵄
勲

章
を
付
け
、
西
郷
会
長
の
前
に
盃

を
持
っ
て
い
っ
た
所
、
直
立
不
動

の
姿
勢
を
と
っ
て
う
や
う
や
し
く

受
け
取
っ
た
。
天
皇
か
ら
下
賜
さ

れ
た
勲
章
が
付
い
て
い
た
の
で
起

立
し
、
返
盃
を
信
八
に
渡
し
た
。

偉
い
人
は
そ
う
い
う
所
が
実
に
厳

し
い
も
の
で
あ
る
。
祝
賀
会
は
２

時
間
で
終
わ
っ
た
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

※
訂
正
と
お
詫
び

　
１
月
号
８
ペ
ー
ジ「
郷
土
探
訪
」

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正

し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

明
治
中
期
の
卒
業
證
書

訂
正
＝
松
坂
孫
藏
氏
の
青
年
名
は

　
　
孫
助
で
、
後
の
三
戸
郡
会

　
　
議
員
。

口
納
付
の
河
村
弥
兵
衛
、
後
者
は

河
村
の
妻
と
分
か
っ
た
。

　
こ
の
亦
兵
衛
は
寛
保
３
年
正
月

６
日
、
80
余
歳
で
死
亡
。
後
に
追

号
し
て「
独
寿
院
明
誉
了
閑
居
士
」

と
つ
く
。
子
孫
は
専
念
寺
東
側
の

墓
に
眠
る
。

明治天皇念碑除幕式は大雪のため、二日遅れて挙行された

福寿院の畑にあった観音さま

屯所の２階から盛立の道路を眺める

さ
い
ご
う
じ
ゅ
う
と
く

い
し
ぶ
み

き
ん 

し

し
ょ
う

か
　
し

く
ん



屋外

屋外

ひばり野

ひまわり団地

屋外

屋内

屋内

五 戸 町 指 定 避 難 所 一 覧

　五戸町が指定する避難所の一覧です。自分が住んでいる地区の避難所を確認し、避難経路を把握しておきましょう。
　なお、災害発生時には状況により避難所が使用できない場合もありますので、防災行政無線放送等によくご留意ください。

地区 施設名区分 地区 施設名区分

地区 施設名区分

地区 施設名区分

地区 施設名区分

地区 施設名区分

●五戸ドーム
●五戸ドーム駐車場
●ひばり野スポーツ交流センタ－駐車場

屋内

全域
屋外

●五戸小学校　　　　　●上大町自治会館
●町図書館　　　
●稲荷神社境内　　　　●歴史みらいパーク駐車場
●五戸小学校　　　　　●町立公民館・体育センター
●下大町自治会館　　　●社会福祉センタ－
●町立公民館駐車場　　●歴史みらいパーク駐車場　
●役場駐車場　　　　　●社会福祉センタ－駐車場
●五戸小学校グラウンド

上大町

下大町

●地区公民館　　　　　●新町自治会館

●立場公園　　　　　　●歴史みらいパーク駐車場

新町

●川原町自治会館　　　●五戸高等学校
●川原町広場　　　　　●五戸高等学校グラウンド　

●地区公民館　　　　　●町立公民館・体育センター
●博労町自治会館　　　●社会福祉センタ－
●五戸小学校

●町立公民館駐車場　　●五戸小学校グラウンド
●五戸中学校グラウンド●社会福祉センタ－駐車場

●荒町自治会館　　　　●五戸小学校
●町図書館

●五戸小学校

●稲荷神社境内
●五戸中学校　　　　　●ひばり野自治会館
●五戸中学校グラウンド
●五戸小学校　　　　　●ひまわり集会所
●役場駐車場

屋外

屋外

屋内

屋外

屋外

屋内

屋外

屋内

屋外

屋内

屋外

屋内

屋内

屋内

屋内

屋外

荒町

川原町

博労町

●蛯川小学校　　　　　●下新井田集会所
●蛯川公会堂　　　　　●八区自治会館
●蛯川小学校グラウンド

下新井田
蛯川 根前
兎内 石仏

●切谷内小学校　　　　●川内中学校
●大森集会所　　　　　●大久木集会所
●佐野集会所　　　　　●切谷内公民館
●粒ケ谷地研修館　　　●菖蒲川自治会館
●瑞穂館

●上市川小学校　　　　●川内中学校
●瑞穂館　　　　　　　●上区研修館
●中区公民館　　　　　●下区集会所
●北市川集会所　　　　●池ノ堂自治会館
●石呑生活館
●川内中学校グラウンド●上市川小学校グラウンド屋外

●川内中学校グラウンド●切谷内小学校グラウンド屋外

屋内

屋内
大字上市川

大字切谷内

全域

五戸・蛯川地区

川内地区

豊間内地区

●豊間内小学校　　　　●岩ノ脇集会所
●豊間内地区コミュニティセンター
●志戸岸自治会館
●豊間内小学校グラウンド

大字豊間内

浅田地区

●南小学校　　　　　　●野沢自治会館
●扇田住民会館
●南小学校グラウンド　●五戸南霊園
●南小学校　　　　　　●浅水下自治会館
●浅水上自治会館　　　●浅水活性化センター
●上豊川集会所　　　　●下豊川集会所
●北向集会所　　　　　●関口集会所
●南小学校グラウンド　●浅水活性化センタ－駐車場
●豊川小学校跡地　　　●浅田青果市場駐車場

●南小学校　　　　　　●手倉橋自治会館
●荷軽井自治会館
●手倉橋農村公園

屋外

屋外

屋内

屋内

屋内

屋外

倉石地区

屋内

屋内

屋内

屋外

問い合わせ先　　役場総務課　1６２－７９５０（直通）

大字浅水

大字扇田

大字手倉橋

●五戸南霊園

倉石地区全域 ●倉石スポーツセンター●倉石コミュニティセンター

●石沢小学校　　　　　●三戸郡福祉事務組合施設

●石沢駒踊伝承館　　　●鳥沼新田文化センター

●槍沢和栄館　　　　　●石沢地区公民館

●一ノ坪文化センター　●風原平文化センター

●清駒地区開発婦人ホーム

●高村由蔵宅前　　　　●槍沢・鳥沼新田農村公園

●風原平集会所前　　　●石沢小学校グラウンド

●清駒地区開発婦人ホーム前

大字倉石石沢

●中市小学校　　　　　●倉石中学校
●保健福祉センター　　●三戸郡福祉事務組合施設
●倉石中市児童館　　　●清駒地区開発婦人ホーム
●中市共栄館　　　　　●浦田協和館
●小渡文化センター　　●向松振興会館
●大久保集会所　　　　●横倉文化センター
●清駒地区開発婦人ホーム前
●中市小学校グラウンド
●倉石コミュニティセンター駐車場
●倉石中学校グラウンド
●三戸郡福祉事務組合グラウンド
●浦田協和館前　　　　●向松振興館前　
●大久保水道揚水場前　●横倉文化センター前

大字倉石中市

●又重小学校　　　　　●倉石温泉
●山田文化センター　　●太田振興会館
●谷地中文化センター　●北向文化センター
●沼沢文化センター　　●鎗水文化センター
●舘町秀山会館　　　　●宮台文化センター 
●森冬振興会館　　　　●しらかば
●平成文化センター
●山田平　　　　　　　●上谷地広場
●北向農村公園　　　　●沼沢集会所前
●本田良徳宅上ミ（畑）　 ●小笠原義高宅前
●古川代農村公園　　　●又重小学校グラウンド
●森山進宅下モ（畑）　　 ●冬名集落入口交差点(道路)
●佐々木芳弥宅前（畑）

大字倉石又重

屋外

屋内
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記念日等日 行　　事　　等

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

豊間内地区コミュニティセンター● トコトコ教室（豊間内地区） 9：30～11：30

町立公民館● 行政相談 13：30～16：00

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

役場保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

月　間　メ　モ
所得税の確定申告期限　3月15日

消費税および地方消費税の
　申告納税期限（個人事業者）3月31日

婦人運動月間

自殺対策強化月間

9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

9：30～11：30 瑞穂館● トコトコ教室（川内地区）

12：20～12：45受付 総合病院

　 ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

　 麻しん風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

33

高齢者交通安全の日

家庭の日

春分の日

五戸町消防団
新入団員募集！

　五戸町消防団では新入団員を募集
しています。
　地域の防災リーダーとして活躍す
る消防団に多くの入団をお待ちして
います。
 問  役場総務課　℡62－2111内線214

県民交通安全の日

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

２歳６か月児健康相談（20年８・９月生） 9：00～  9：20受付 旧地域保健センター

●期日　月～金曜日（祝日、
　　　　年末年始を除く）

●時間　8：30～17：30

●場所　青森県庁　北棟１階
　　　　（面接相談は要予約）

●電話　017－734－9235
　　　　（FAX兼）

　相談者から希望が
あった場合、八戸･
十和田･弘前･五所川
原･むつの５市で実
施しています。

（要予約）

蛯川・根前・
下井田

博労町・豊間内 町
立
公
民
館

町
立
公
民
館

町
立
公
民
館

博労町

博労町

下大町

下大町・新町

新町

ひばり野

上大町・荒町

川原町

緊急！ 住宅火災警報発令！
住宅に火災警報器を設置しましょう

今年に入り、多数の死傷者を出す非常に痛ましい住宅
火災が全国で相次いで発生しています。
住宅火災の死者の６割が『逃げ遅れ』によるものです。
『住宅用火災警報器』は、火災を早期に発見し、住宅
火災から死者をなくす『切り札』です。
大切な財産を守るため、まだ設置していない家庭は
早期に設置をお願いします。　問 消防本部　℡44－2133

常設相談 移動相談

火災情報　　　22－2111

緊急通報FAX　22－0119

火災・救急・救助は119

所得税・町県民税申告
9：00～11：00、13：00～15：00受付

対象地区 会場

青森県交通事故相談所のご案内

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

8：30～ 中央商店街通りほか● 五戸町消防団初午

8：40～17：00 五戸ドーム● 町長杯争奪ソフトボール大会決勝大会

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

10か月児健康相談（22年４・５月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

13：30～15：30 根前集会所● トコトコ教室（根前地区）

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
10：00～12：00 町立公民館

川内・浅田・倉石
地区巡回● 移動図書館巡回日 9：00～14：00

13：30～16：00 倉石温泉● 行政相談
　 ３か月児健康診査（22年11月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター
● トコトコ教室（旧町内地区） 町立公民館9：30～11：30

１歳６か月児健康診査（21年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

　 絵本のへや 10：30～12：00 町図書館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）
13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
13：30～15：00 町立公民館● 町民大学講座（環境問題について）

10：00～12：00 町立公民館
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記念日等日 行　　事　　等

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

豊間内地区コミュニティセンター● トコトコ教室（豊間内地区） 9：30～11：30

町立公民館● 行政相談 13：30～16：00

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

役場保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

月　間　メ　モ
所得税の確定申告期限　3月15日

消費税および地方消費税の
　申告納税期限（個人事業者）3月31日

婦人運動月間

自殺対策強化月間

9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

9：30～11：30 瑞穂館● トコトコ教室（川内地区）

12：20～12：45受付 総合病院

　 ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

　 麻しん風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館
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春分の日

五戸町消防団
新入団員募集！

　五戸町消防団では新入団員を募集
しています。
　地域の防災リーダーとして活躍す
る消防団に多くの入団をお待ちして
います。
 問  役場総務課　℡62－2111内線214

県民交通安全の日

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

２歳６か月児健康相談（20年８・９月生） 9：00～  9：20受付 旧地域保健センター

●期日　月～金曜日（祝日、
　　　　年末年始を除く）

●時間　8：30～17：30

●場所　青森県庁　北棟１階
　　　　（面接相談は要予約）

●電話　017－734－9235
　　　　（FAX兼）

　相談者から希望が
あった場合、八戸･
十和田･弘前･五所川
原･むつの５市で実
施しています。
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川原町

緊急！ 住宅火災警報発令！
住宅に火災警報器を設置しましょう

今年に入り、多数の死傷者を出す非常に痛ましい住宅
火災が全国で相次いで発生しています。
住宅火災の死者の６割が『逃げ遅れ』によるものです。
『住宅用火災警報器』は、火災を早期に発見し、住宅
火災から死者をなくす『切り札』です。
大切な財産を守るため、まだ設置していない家庭は
早期に設置をお願いします。　問 消防本部　℡44－2133

常設相談 移動相談

火災情報　　　22－2111

緊急通報FAX　22－0119

火災・救急・救助は119

所得税・町県民税申告
9：00～11：00、13：00～15：00受付

対象地区 会場

青森県交通事故相談所のご案内

役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

8：30～ 中央商店街通りほか● 五戸町消防団初午

8：40～17：00 五戸ドーム● 町長杯争奪ソフトボール大会決勝大会

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

10か月児健康相談（22年４・５月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

13：30～15：30 根前集会所● トコトコ教室（根前地区）

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
10：00～12：00 町立公民館

川内・浅田・倉石
地区巡回● 移動図書館巡回日 9：00～14：00

13：30～16：00 倉石温泉● 行政相談
　 ３か月児健康診査（22年11月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター
● トコトコ教室（旧町内地区） 町立公民館9：30～11：30

１歳６か月児健康診査（21年８・９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

　 絵本のへや 10：30～12：00 町図書館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）
13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）
13：30～15：00 町立公民館● 町民大学講座（環境問題について）

10：00～12：00 町立公民館



三種混合　　　　　　予防接種
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金
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2011年

平成23年

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間　4/1～5/31　役場税務課   

平成23年度資産証明書発行開始　　　　4/1～　　　役場税務課・各支所

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間（～5月）

未成年者飲酒防止強調月間

河川美化月間

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

13：30～16：00 倉石温泉● 行政相談

7：00～20：00 町内各投票所● 青森県議会議員一般選挙投票日

ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

　 ３歳児健康診査（19年12月・20年１月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

６～７か月児健康診査（22年８・９月生） 12：20～12：45受付 旧地域保健センター

12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

世界保健デー

月4




